







































































Donne、George Herbert、Richard Crashaw、Henry Vaughan らの作品を、徹底
的なテキスト分析を基に読み込んでいくことが学習の中心であった。これ
らの詩人達の作品は、教養ある英国人にとっても難解なものであるという。


















































　　　卒業からほどなく国の JET 事業が始まったが、ALT の導入により教育
現場に激震が走ったあの頃あわてずに済んだのは、「アーサイナス留学」
のおかげであったとつくづく思う。
４．東北学院大学英文学科に期待するもの
これまでは、母校英文学科の教育力の高さについて述べてきたが、母校では
十分に学べなかったことについても触れておきたい。
1995（平成7）年に文部省派遣の長期研修生として、英国ノッティンガム大
学に留学したときのこと、高度に専門的な内容について英語で思考し、論文を
書き、発表し、議論する本コースを前に、3週間の準備カリキュラムがあった
のだが、私はそこで予想以上に苦戦を強いられた。
－ 59 －
当時の私の IELTSのband「8」からすると、私の英語力は英検準1級～ 1級の
境界線付近にあった（英検1級を取得したのは2007年）と考えられるが、大学
院レベルの実践性ということになるとそれでは足りず、ニーズに特化した訓練
が別に必要であることを痛感したのである。
現在の英文学科のカリキュラムには、こうしたアカデミックなニーズに応え
るためのシラバス・デザインが採用されていると伺い、心強く感じる。グロー
バル化が一層加速し、多くの分野で国際競争の激化が予想される21世紀中盤
に向け、英語で効果的に受信・発信する力や、英語で議論する力の必要性は増
大する。東北学院大学には、全学生が高度で実践的な英語運用能力を在学中に
身に付けられるよう、指導と評価の改善による授業の質向上や、学生への支援
策等の充実を期待するものである。
５．おわりに
拙文では、私が仕事等でお世話になっている英文学科の先生方や、各界で活
躍する同窓の友人達のことにも触れたかったが、叶わなかった。次なる機会を
待ちたいと思う。紙幅の都合で一人一人お名前を記すことはできないが、現在
お世話になっている先生方を含む、東北学院大学英文学科並びに英語英文学研
究所に、衷心より謝意を表したい。最後に、母校の益々のご発展を祈念して筆
を置く。
